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 委託訓練カリキュラム
	訓練科名
	言語聴覚士資格コース
	就職先の
職務・仕事
	病院・施設などの言語聴覚士

	訓練期間
	令和２年４月１日～
令和４年３月３１日（２４か月）
	
	

	受講生の条件
	４年制大学卒業以上

	訓練目標
	厚生労働大臣指定の言語聴覚士養成課程のカリキュラムを中心に、座学での知識と実践に即した言語療法にかかる技術や知識を習得する。

	仕上がり像
	言語聴覚士資格（国家資格）を有する専門的な人材として、医療・福祉・保健の現場において、正職員として就職して活躍できる人材。

	科目
区別
	教育
内容
	形態
	科目の内容
	科　　　　目
	時　間

	専門基礎科目
	基礎医学
	講義
	医学の発展･本質･倫理、
ヒトの構造機能、疾患の成り立ち
	医学総論、解剖学、
生理学、病理学
	１１２

	
	臨床医学
	講義
	一般内科の臨床疾患、小児疾患、精神障がい、各種疾患のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ、耳鼻咽喉科疾患、
神経疾患発生ﾒｶﾆｽﾞﾑ、形態機能喪失再建術
	内科学、小児科学、精神医学、
リハビリテーション医学、耳鼻咽喉科学、臨床神経学、形成外科学
	１８４

	
	臨床歯科学
	講義
	口腔領域の解剖及び生理･病態
	臨床歯科医学・口腔外科学
	２８

	
	音声･言語･聴覚医学
	講義
	呼吸器機能･疾患の診断及び治療法、
聴覚系機能・構造・病態の概要、
神経組織の基本構造と病態の理解
	呼吸発声発語系構造･機能･病態、聴覚系構造･機能･病態、神経系構造･機能･病態
	８４

	
	心理学
	講義
	心理臨床的援助方法理解、医療臨床的視点の人間発達、行動や思考理解、データの適切な理解と活用
	臨床心理学、生涯発達心理学、
学習･認知心理学、心理測定法
	１２０

	
	言語学
	講義
	ことばの背景に潜む規則や制約
	言語学
	３０

	
	音声学
	講義
	音声学と音声器官･音韻論の関係
	音声学
	３０

	
	音響学
	講義
	音の物理解析、音声生成原理、音の心理物理学
	音響学、聴覚心理学
	５６

	
	言語発達学
	講義
	言葉の獲得メカニズムと発達の道筋
	言語発達学
	２８

	
	社会福祉・教育
	講義
	社会保障の機能役割、言語聴覚士法他職種法規理解、リハビリテーション理念と対象、理学作業療法の概要、障がい当事者と関わる技術の実際
	社会保障制度、関係法規、リハビリテーション概論、理学療法概論、作業療法概論、社会福祉･教育概論
	１６８

	専門
科目
	言語聴覚障がい学総論
	講義・実技
	言語聴覚療法の流れ、
検査の成り立ち理解と適切な実施、
言語聴覚障がいの評価・診断
	言語聴覚障がい概論Ⅰ～Ⅱ、言語聴覚障がい総論Ⅰ～Ⅲ、言語聴覚障がい診断学
	１６８

	
	失語・高次脳機能障がい学
	講義
	失語症・高次脳機能障がい理解と評価･診断･訓練法
	失語症Ⅰ～Ⅳ、
高次脳機能障がいⅠ～Ⅱ
	１６８

	
	言語発達障がい学
	講義
	様々な言語発達の概要･評価･支援
	言語発達障がいⅠ～Ⅵ
	１６８

	
	発声発語･嚥下障がい学
	講義
	発声機能障がいとﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ、ﾃﾞｨｻｰｽﾘｱと器質･機能性構音障がい、摂食嚥下障がい理解とﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ、吃音の問題の理解と対応
	音声障がい、構音障がいⅠ～Ⅳ、嚥下障がいⅠ～Ⅱ、
構音･嚥下障がい学、吃音
	２５２

	
	聴覚障がい学
	講義
	新生児・乳幼児の聴覚障がいと療育、「聞こえ」のしくみ理解と支援、補聴援助、二重障がいの理解、拡大･代替ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
	小児聴覚障がいⅠ～Ⅱ、成人聴覚障がいⅠ～Ⅲ、補聴器･人工内耳、視覚聴覚二重障がい
	１９６

	
	臨床実習
	実技
	全体像を把握し、様々なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ障がいの症状評価に基づいた訓練計画を立案する
	臨床実習Ⅰ～Ⅱ
	４８０

	その他科目
	講義
	安全衛生
	安全衛生
	３

	
	講義
	働くことの基本ルール
	働くことの基本ルール
	３

	
	講義
	国家試験対策
	国家試験対策
	６０

	就職支援
	講義
	キャリア形成の考え方
	キャリア形成論
	３０

	
	実技
	面接指導、対人スキル向上
	キャリアカウンセリング
	３０

	訓練時間総合計　２，３９８時間

	学科　１，７４４時間
	実技  ５９４時間
	就職支援　６０時間
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